
海外安全対策情報 平成２５年度第２四半期 

 

１．社会・治安情勢 

  期間中、大きなデモや抗議活動等は見受けられず、治安情勢に目立った変

化は見られなかった。 

 

２．一般犯罪・凶悪犯罪の傾向 

  殺人、強盗等の凶悪事件が散見される他、空き巣、公共交通機関やバザー

ルでのスリ、置き引き等の窃盗事件が日常的に発生している。日本人は、路上

強盗、窃盗、また 官憲による賄賂の要求等に特に注意を要する。 

（１）殺人・強盗等、凶悪犯罪の一例 

  ア ７月２５日未明、ビシュケク市内のビシュケクⅡ駅付近にて中国人男

性１名が倒れているのが発見され、病院に搬送されたが同日夜に死亡した。後

の捜査において、男性は中国人ビジネスマンであり、元警察官を含むキルギス

人２名が金銭トラブルを巡って暴行を加え、死亡したものと判明した。 

  イ ９月２５日午前、ビシュケク市内西部の会社事務所において、従業員

同士の金銭トラブルから、うち１名が手榴弾を爆発させ、同所にいた他の従業

員１名とともに死亡した。 

（２）邦人被害 

   ８月に、日本人旅行者が警察官からの職務質問を受けた際、所持品検査

と称して財布等を物色され、中から現金の一部を抜き取られる事案が数件発生

した。  

 

３．テロ・爆弾事件発生状況 

（１）テロ事件 

  ア ５月１６日（発表７月末）、ビシュケク市南部の団地内において、カザ

フスタンよりテロ及び１２名に対する大量殺人事件等で国際手配されていたカ

ザフスタン人男性１名が検挙された。 

  イ ８月末に、ビシュケク市等でのテロを計画していたとして、シリアで

の活動歴のある「イスラム・ジハード団」の構成員を名乗るテロリスト数名（キ

ルギス人２名、カザフ人１名を含む）が治安当局に検挙されている。 

（２）爆弾事件 

   上記、２．（１）イのとおり。 

     

４．誘拐・脅迫事件発生状況 

  認知していない。 



 

５．日本企業の安全に関する諸問題 

  キルギスでは、１９９９年８月に南部バトケン州において、邦人４名が過

激派武装勢力により誘拐されており、注意を要する。 

 


